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令和７年度 第１回 

焼津市地域公共交通大井川分科会 会議録 

開

催 

日時 
令和７年６月 20日（金） 

午前 14時 00分～15時 30分 

場所 焼津市役所大井川庁舎３階大会議室 

議題 ・令和６年度 市内バス路線の利用状況について 

・令和６年度 くるりん号の利用状況について 

出席委員 

10名 

（公共交通大井川分科会） 

会  長    白石 雅治  （焼津市） 

代理委員   天石 章太  （しずてつジャストライン㈱） 

委  員   小泉 明裕  （静岡県タクシー協会志太榛原支部） 

委  員   山名 競   （焼津市自治会連合会 大井川東自治会長） 

委  員   曾根 豊   （焼津市自治会連合会 中島自治会長） 

委  員   原川 光世  （焼津市民生委員児童委員協議会 大井川南地区） 

委  員   井鍋 眞澄  （焼津市民生委員児童委員協議会 大井川東地区） 

委  員   滝井 不二夫 （焼津市民生委員児童委員協議会 大井川西地区） 

委  員   八木 幸世  （焼津市社会福祉協議会） 

委 員   小澤 代輔  （大井川商工会） 

欠席委員 委 員   鈴村 金次  （焼津市自治会連合会 下江留自治会長） 

議事内容 

会議の成立 委員総数 11名の内 10名が出席している。過半数を超えているため会議は成立する。 

議題 （１）令和６年度 市内バス路線の利用状況について 

（２）令和６年度 くるりん号の利用状況について 

事務局説明 

・自主運行バス・民間路線バス・くるりん号の利用者数の推移、利用促進策に  

ついて説明した。 

＊資料：【説明資料】Ｐ２～Ｐ18 

 

【質問・説明等】 

〇小泉委員：昨年度末で登録者数が 1,000人を超えたとの説明があったが、今年は毎

月 300名を超える利用をいただいており、今月は 400名を超えるかもし

れない。昨年度の予約の件数はキャンセルも含めると１万件を超えてい

た。今年度から回数券を導入し社内で販売しているが、非常に好評であ

り、多くの方から回数券を買っていただいている。 

 

○山名委員：小泉タクシーさんから見たデマンドタクシーの利用にあたり、現状への 

課題や問題点についてお聞きしたい。 

 

⇒小泉委員：症状が重い認知症の方の利用について、家族が予約するが、ご本人が

予定時間に停留所に来ないということがたびたびあった。その場合は

ご家族の方にお話をして、同伴者がいない場合は予約をお断りさせて

いただいたこともある。また、本業がタクシーであるため、タクシー

の利用が減っていることが課題である。 

 

○滝井委員：大井川焼津線とくるりん号の利用が両方とも増加している要因は何か。 
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⇒会  長：コロナウイルスが年々収束していること、また令和５年度に経路の見

直しを行い 10分ほどの短縮をしたことや、焼津駅から大井川庁舎への

便は 16時 35分が最終便だったが、18時 41分の便が増えたことによ

り、通勤・通学の利用者数が増えていることが考えられる。しずてつ

ジャストライン様にデータをいただき、分析して、次回の会議までに

整理し報告させていただきたい。 

 

○曾根委員：焼津大井川線とくるりん号の利用人数が増えていることについて、地元 

の利用もあると思うが、焼津市の観光客も利用しているのか。 

⇒会  長：くるりん号については、大井川地区にお住いの方しか利用ができないた

め、地区外の方の観光での利用はできない。大井川焼津線の利用者につ

いては、その方が地元の人なのか観光客なのかは統計をとっていない。 

⇒事 務 局：先日、焼津市外の方から大井川港付近での食事のためにバスを利用した

いとのお問合わせがあり、大井川焼津線の時刻表をお伝えしたことがあ

る。もし、しずてつジャストライン様がお客様の利用についての情報を

把握していることがあれば教えていただきたい。 

⇒天石代理委員：調査をして、また焼津市役所に連絡をします。 

 

○滝井委員：令和９年３月に大井川港にクルーズ船が停泊することに伴い、大井川焼

津線で大井川の水産工場の見学等が出てくると思うので、停留所の見直

しをしていただきたい。 

 

⇒会  長：昨年の７月に日本丸が寄港したが静岡県内外から多くの観光客が訪れ

た。大井川港が１つの交流拠点になるのではないかと考えている。クル

ーズ船が寄港することを含めて、対応を検討していきたい。 

 

○小澤委員：クルーズ船の寄港について市役所と協力しながら地域を盛り上げていき

たい。７月の踊夏祭(おどろっかさい) を利用してルートや時間などを

検討していただきたい。また、「地域再発見の旅」、「出前講座」等利用

促進を継続して大井川地区を盛り上げてほしい。お客様からもくるりん

号は好評の声を聞いている。 

 

⇒会  長：クルーズ船の寄港に向けた対応については、庁内の関係課と情報を共有

しながら検討をしていきたい。「地域再発見の旅」や「出前講座」等に

ついても今後も続けていく予定である。 

 

○八木委員：地域包括ケアセンターを利用している方々からいくつか意見が出てい

る。現在１週間前から予約となっているが、２週間前から予約ができる

ようにしていただきたい。大井川地区内は一律 300円であるが、短い距

離を利用する場合は、値段を割引してほしい。電話予約と併用して若い

人の利用に向けてネットで予約ができたほうがいいのではないのか。現

時点で日曜日の利用ができないため、日曜日も利用できるようにしてほ

しい。以上の意見が出ていることをお伝えします。 
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⇒事 務 局：予約等の意見につきましては、実際に運行していただいている小泉タク

シー様のご意見もお聞きしていきたい。 

閉会 予定していた議事が終了。 

 


